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論文内容要旨
 近年外科や小児外科の分野に於て高カロリー静脈栄養法が広く用いられるようになり,経口摂
 取不能患者の栄養管理が非常に容易となり多大な成果を上げているが,今だ体系化されていない
 ために長期間施行の際にはしばしば代謝合併症が問題となってきている。栄養の基本である力印
 リー及びアミノ酸窒素の投与量(以下Gai,Nと略す)についても確立したものはない。そこで
 {{蛋白質・エネルギー相互作用"の幽からCa1,N及び窒素バランス(以苓較Bと略す)の三者
 閥の関係を明らかにする為の実験を行なった。
方法
 6～g吻の雑種成犬5頭にシリコンラバチューブを外頭静脈から上大都脈へ留置し,代謝ケー
 ジ内で静脈栄養のみでで飼畜した。熱源としてグルコース液を,アミノ塞源としてプ環テアミン
 12液を用いた。投与範囲は,O≦Cal≦120kcai/K9/day,0≦蟹≦LOg/K9/day
 である。尿中排濾窒素量(UNと略す)はRappapor卜梅田法により測定算出した。
結果
 総計139郷の窒素バランス測定を行なった。そして最小二素法による電算機による統計処理
 にて次の結果を得た。
 UN=o.600N-0、〔)03N・Oa生一〇.Oo1Ca1十〇.231
 この式から窒素バランスは次の如く求められる。
 NB-0.400N+0.003N・Ca1+0.GOIGaエー0.23エ
 アミノ酸葬投与時の,グルコースの尿中窒素排濾抑制効果は34kcal/Kg/dayで最大となり,
 これ以上熱量投与を増やしても蛋白節約効果はみられない。この内因性窒素排泄量(UNo)とOal
 の相互関係を考慮して,投与アミノ窒素(N)がどれだけ体内に保留されたかを表わす指標とし
 て窒素利用率(NUR)を提唱した。Cai<34kcal/K9/dayの時にはNUR罵(0、4+0、e3
 Gai)xユ00(%1となり,それ以上の熱量投与の際にはNUR瓢(α4N+O・oo3N・Gal+
 O.001Gal-0.034)※N×100〔%1(但しNUR≦100)となる。
 譲
婁
ぷ
薫
嘆
鰭
鐘
一
牽
縷
.擁
ボ
営
触
蟻
騨
醤
。
猿
醸
嶺
護
.嚢
馨
噂
壌
譲
灘
考察
 従来からNの利用に及ぼすOaiの重要性が指適されていたが,Galの変化が少ない為かCal
 とNの相互関係を系統立てたものはなかった,著者はCal,Nを大巾に変えてUNを潤定するこ
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 とによ1り,GaいN'NB・NURの馴者間の関係を検討した。NBはe副もしくはNを増やし
 ても改善するが,KURはC温を増やすと改善し(増加し),Nを増やすと低ドする。そして一
 般的にはNBとNURは無関係である。
 投与栄養条件をCa1/Nとか蛋白力窃リーで何パーセントとかの表現がみられるが,この様な
 指標はNURとは相関するが,鍾Bとは一般的に無関係であるので,eaiもしくはNを規達した
 、ヒでの数値でなければならない。
 投与アミノ酸(蛋白)の利用を表わす指標として生物価(BV),正味蛋白利用率(Nl)の等
 が用いられているが,これらはいずれもCa1,Nに制限を設けた数値であるので,栄養/llllの指標
 とはなるが,実際の利用率を表わすものではない。著者の提唱する廻URは,(〕崩・Nに舗限を
 設けないで,その時々の利用率を表わすものとして提唱した。
結論
 FAO/WHOに準拠した静注用アミノ酸剤を用いた実験的静脈栄養において次の結果を得た。
 (の尿中窒素排泄量は次の式で表わせる。
 U賊二〇.6N～0.oo3醤・Ca玉一〇.oolGa圭十〇.231
 (2)NBを一一定に保つためのGalとNの関係は逆楕となる。卜IBは次の式で表わせる。
 NB算0.4N十〇.oo3N・Cal十〇.001Cal-O.231
 (31著者の提唱するアミノ駿剤の利用率を表わす指標一窒素利用率(NUR)一は次の如
 くる。
 NUR一(0,4+0.03Ca1)x100{%〕
 但しOa1く34kcal/麺9/day
 NUR瓢(o.4N-o.oo3N・Ca1+0.Oo1Cai-o.034)÷Nxloo%}
 イ旦しCal≧≧34kca1/Kタ/day
 NUR,く100
 14)蛋白窒エネルギー相互作用にもとずいて著者の提唱する窒素椰Tl率(NUR)は,実際圭の
 利用率を表わし,臨床栄養学とくに静脈栄養の際に大変実矯的である。
 一255一
 審査結果の要旨
 経口摂取が不可能な場合の静脈栄養は,十分なカロリーと窒素を投与することによって蛋白合
 成を促進し,成人においては体重の保持を,小児においては成長,発育をも可能ならしめるのが
 理想的と考えられる。この場合,投与・カロリー量(Oai)と投与窒素量(N)との間には密接な関
 係があることが知られているが,従来の研究では精細な条件設定がなされたものが少く,概括的
 な報告にとどまっているのが現状である。本研究は犬を用い,カロリー源としてグルコースを,
 窒素源としてFAO/WHO基準によったプロテアミンを使用し,Ga1とNを巾広く変化させた各種
 条件を設定し,尿中窒素排難量,NitrogenBalance(NB)について検討を行っている。そし
 て重回帰分析によって尿中窒素排泄量(UN)とNBを投与カロリー量と投与窒素量の関数式
 として表現し,さらに窒素利用率(NUR)を提唱し,その変動について検討を加えている。その
 結果,窒素非投与時のグルコースの尿中窒素排出抑制効果は34kcal/kg/dayで最大となり,
 それ以上Galを増量しても蛋白節約効果は増強しないこと,NBは,Galが一定の場合Nと正相
 関し,またNが一定の場合Ga1と正相関すること,投与カロリーと投与窒素の比(Gal/N)と
 NBとには単純な相関々係は認められず,NもしくはGa1の一方を規定した場合にはじめて相
 関が認められる。また窒素利用率は
 NUR=(0、4+0.030al)×iOO(%}({旦しOa1<34kca圭/kg/day)
 o.4N十〇.003N・Ga}十」0,0010a1-o、034
 NUR;×1 0幽
N
 但しOa1≧34kca1/kg/day
NUR≦100
 であらわされることを示している。
 静脈栄養を必要とする病態は種々あり,実際には,投与カロリー量を制限せざるをえない場合
 や,逆に投与窒素量を制限せざるをえない場合も少くない。本研究はそのような各種病態下にお
 いても,理想に近い窒素平衡を達成するためのカロリーと窒素の投与量の決定が可能である事を
 示した点で独創的であり,この方面に進歩に寄与するところが多大である。よって本論文は学位
 を授与するに値するものと認める。
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